
TEAM MYODEN 
            市川市立妙典中学校 令和４年度生徒指導だより第４号  ９月３０日 

教育目標：未来を拓く妙典中生徒＜明るく・正しく・美しく＞ 

目指す生徒：◎ふれあいを大切にする生徒 ◎進んで学ぶ生徒 ◎頑張りぬく生徒 

 

◎合唱コンクールへ向けて 
「合唱」で何が見えますか？ハーモニーの美しさ、すばらしさだけでしょうか。 

いや、違います。クラスの団結力、協力性、まとまりがはっきりと見えるのです。 

しいては、一人ひとりの口のひらき、態度から、その学級に対する思い、 

人としての成長度がはっきりと確かに見えるのです。それが「合唱」なのです。 

そして大切なのは「自分たちのクラスをこの上なく高める」ことです。 

自分のわがままや勝手を捨て、クラス向上のために自分がどうするべきか、 

協力すべきかを常に考え、行動してみてください。各クラスの健闘を期待しています。 

 

◎合唱で考えたいこと 
先頭に立って集団を引っ張るというのはとても大変なことです。例えば伴奏者は学校から帰った

後、自分の時間を削ってクラスのためにピアノの練習に取り組んでいます。合唱というのは、そうい

った目に見えない≪努力≫の上に成り立つのです。そうした大切なことを忘れてしまうと、合唱に

はなりません。全員の心が一つにまとまらないからです。 

 合唱は歌うだけでなく、歌を通して学級、学年の思いも伝える場であると思っています。同じよう

に聞こえる合唱でも、その歌声に心をこめるかどうかで、聴いている人に伝える思いは違ってくる

と思います。 

 仲間を信じ、指揮者・伴奏者に感謝して、自分を表現する。一人ひとりの心に、そうした思いがあ

れば、きっと一生の思い出に残る合唱ができると思っています。 

そして、「最優秀賞」は、歌い終わった時に決まります。 

演奏が終わってステージを降りるとき、感動で胸がいっぱいになる人がいます。自分たちの歌声

に感動した思いです。そういう気持ちになれば、もう賞は関係ありません。自分たちが納得できれ

ば、それで十分に「最優秀賞」です。そんな気持ちになれる合唱にしましょう。 
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◎一日の生活（校則）についての話し合い 

 

 

各クラス評議委員１名と生徒会のメンバーで一日の生活（校則）について話し合いを行いました。内容

としては 

①グレーの靴下について、②年間を通したジャージ登校について、③お団子・ツーブロック 

についてです。 

 それぞれ様々な意見が出ましたがどれも自分本位のものでなく、妙典中全体のことを考えた上での意見

でした。出てきたいくつかの意見と方向性を紹介します。 

 

①グレーの靴下について 

・制服に合わないということもない。 

    ・式典は白と決まっていれば、普段はグレーを履いていてもよい。 

  ～上記のことから、靴下の色は白、黒、紺、グレーとなりました。１０月１日より可とします～ 

  

②年間を通したジャージ登下校について（この２年間はコロナ禍、熱中症対策の特別対応） 

   ・制服を着る回数が減ると、購入した意味がない（もったいない）。 

   ・制服登下校は着こなしを学習する機会となる。 

   ・夏は暑いためジャージ登下校、冬は制服登下校と期間別にすればよいのではないか。 

   ・夏はポロシャツが導入されるので、夏も制服登校でよいのではないか。 

 ～上記のことから、基本的には年間を通して制服登下校にすることとなりました。 

          夏季については、ポロシャツの着心地を勘案し、様子を見ることとします～ 

 

③髪型（お団子・ツーブロック）について 

   ・お団子は涼しい、かわいいなどのメリットもあるが、アレンジがたくさんあって線引きが難し 

い。また、体育の授業でいちいち外さなくてはいけない運動もあり、デメリットの割合の方が 

大きい。 

    ・ツーブロックは、そんなに気にならない。さっぱりしていいのでは。 

   ・ツーブロックもお団子同様メリットもあるが、基準を明確にすることや過度な段差をつけた時 

の印象などデメリットの部分も大きい。今までしなくて困ったこともないので、あえて可とす 

る必要もないのではないか。 

   ・お団子、ツーブロックともに高校生や社会人になってから、認められる場所で行えばよいので 

はないか。 

  ～生徒手帳にもお団子・ツーブロックについてこれまでと同様記載はしませんが、 

            話し合いの経緯を知り、自分で考えていけるようにしていきましょう～ 

 

その他 

   ・中学生らしい頭髪とする → 「中学生らしい」がはっきりしないので削除します。 

    「前髪は目にかからない、肩にかかったら結ぶ。ゴム、ピンを使用する場合は黒、 

紺等落ち着いた色のものを用いる。染色や脱色など人工的な加工はしない（整髪料 

による加工も含む。）」とします。 

    ・頭髪の男女の区分 → 男女表記を削除します。 

    ・マフラーや手袋、女子のストッキングは～ → 「女子」を削除します。 

    ・（上履き）男女とも指定のものとし～ → 「男女」を削除します。 


